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は じ め に

東南アジア原住民の問に広 く普及 していた横榔子阻噂習慣は, これ ら地域 の近代化 とともに

次第に減少 してきているとはい うものの,長年の問,習慣的に行 なわれた風習が一挙に消滅す

ることはな く,われわれが訪れた台湾,タイ,イ ンド, セイロンにおいては,相変わ らず この

風習が残 り,横榔子を噛む ことによって口唇を赤 く汚 し,赤い汁を所かまわず吐き出 している

異様な風景に接することが しば しばあった｡また長年の横榔子阻噂によって真黒になった歯を

持 っている人 々を方 々で見かけた ことか ら, この風習がアジア各地に根強 く残 っていることが

分かった｡

横榔子噌好風習が単 に習慣的なものか,歯の保護,保健,あるいは全身健康増進のために経

験的,ない し合 目的的に用い られているものか不明の点が多いが,横榔子をは じめ,それに付

加 され るキ ンマ,石灰,香料などの⊂川峯組織への影響,さらに口腔ガン発生 と, この風習 との

関連11,16)については, 口腔衛生,保健 の立場か らまことに興味ある問題である｡われわれ も今

回の東南アジア地域における調査旅行 に際 し,実際にこの風習の一端を見聞することが出来た

ので,先人達の報告を参考にしなが ら,台湾,タイ,イン ド,セイロンの横梯子 (ベテル* と

もいう)岨噂について,また口腔 ガンとの関連を中心に紹介 したい｡

Ⅰ ベ テ ル 噂 好 風 習

ベテルを晴好品 として噛む風習は,アジア各地に広 く分布 し,｢1｣央アジア,アフガニスタン,

ウズベ ク共和国,セイロン.イン ド,タイ,マ レーシア,イ ンドネシア,さらに台湾南部などの

原住民の間に行なわれていたが,最近では次第に減少 してきているといわれている｡タイでは

50年前には全住民にこの風習があったが,学校教育の普及,第二次大戦41の政府による中止勧

*模郁子を噛むことを一般にベテルを噛むというので,以下模榔子,キンマ,石灰など含めた噛みものを
ベテルと呼ぶ｡
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碧 の結果減少 し, と くに都会地, 甘言トの問では減 って, 喫煙が これ に代わ っているが4'1(''12),

山農村 においては現在 なお この風習が残 ってい る｡ir辛目こおいて も日本統治時代 に一時 この風

習がすたれて きたが,戦後再 び復活 し,下層階級の問にはベテルを晴好 晶 として旧晴す るもoj

が多い といわれてい る｡ イ ン ド,セイ ロンの各地では まだこの†鋸 甲が広 く残 ってお り,刊 亘巨/_)

旅行申 ,方 々の地域でベテルを咽んでい る人 々を見か けた｡

ベテルの主要 な材料であ る横 榔子 は橋榔樹 (Arecacatechu,Betelnutpalmaetree)の美

で,英語で Betelnutと呼 ば/iLてい るが, 地域によって 色々な呼び名があ る｡ 横榔 十を噛む

ことを英語でベテル (Betel)を噛む と言 うが,そのi恒畑ま正木 18)の紹介によれば次 のよJ)であ

る｡すなわち Betelは蓋科植物 の閏根科の一･種で, タ ミール計.'･でベ～ トル と呼び, 住艮が機
榔 ｢/訓 醤む場合,必ず このベー トルに 邑んで 口 に入れ るたLV), ポル トガル人が,横榔 TIC/),名称

荏-ベ～ トルと誤 併 し,横榔 千を噛む ことをべ- トルを噛む と言うよ うにな り,葵人達 もそC/)ま

まこの言葉を†机 ､てベテルと呼んで現 在に至 っている｡

ベテルを噛 む方法は地域によって 差異があるが, 一 般的には Betelnutを縦 に二分 し, そ

の内面に石灰 および少量の香料 (肉柱実,肉豆荒,樟脳,悲 タバ コな ど)を混 じ, これを宣科

柄物 のキ ンマ (Piperbelle)の葉で包み, 口膝 に入 れて,_二 三分か ら数日!描削二わた り岨嘱 し,

繊維 になるまで噛み,その間 に出る赤,赤褐 色の液汁はllHlJtLJ.す るか,喋口こす るといわれ るが,

多 くの場合,液汁や繊維は全部吐 きLI!Iされ る｡

この習慣 は小児では行 なわれていないが,10才 か ら20才頃よ り始 ま り,1日に Betelnutを

4ない し5個か ら多い ものでは50偶,100個も咽む とい う｡20) またベテルの材料 と して用いられ

る横榔子,キ ンマ,石灰,香料 な どの柿-類, 加工法にはそれぞれの地域 によって相 異 があ り,

横榔子の使い方 に も狂ojまま, あるいは乾燥 して使 うな ど地方 によって異 なる｡

n ベ テ ル の 効 用

ベ テルを噛む ことの効用については種 々の意 見 もあるが,一般的 には単 にチューイ ンガムと

同様,甘 rilf的 に噛む といわれ る｡ しか しベテルのnJl晴 によって多量の唾液が流出 され るため,

口渇をいや し,発汗を防 ぎ, また消化促進 作用があ り,食欲が増進す るため暑気払い とな り,

労 働 時 疲労を少 な くし, さらに この ものの味がやや渋味をおごご一種の爽 快 な味があるといわれ

てい る｡ またベテルは喫煙 と同様に,一種の中毒的な酔いを求 tj)て噛 まれ るともいわれ る｡あ

るいは卜封三日再な飢餓感を忘れ るたン')に噛 まれ るともい う｡

ベテルを構成す るそれぞれの材料には味見,触覚,あるいはその刺激性 の面において 多少 C))

作用があるが,横榔子 については, 古 くか ら詳 しく調べ られてお り,橋榔 十の作用は合有 され

る Alkaloid (Cholin,Guavain,Arecain,Arecaidin,Arecholin)の作用といわれ, と くに
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Arecholinは Pilocarpin,Nicotin様の作用があり,副交感神経の末棺を刺激 し,胃腸の運動

を盛んにするといわれている｡すなわちベテルの阻噂運動と副交感神経の末梢刺激によって唾

液分泌が促進され,口渇がいやされ,消化管運動の促進によって消化機能も向上する｡

一方胡椴科植物のキンマ (Piperbetle)にも独特の風味と刺激性があり, この香 りと味を

求めてベテル阻噂が行なわれるともいわれる｡19)あるいはタバコを始めとする香料を混入する

ことによって特殊な香 りと味を作 り出しているようである｡

ベテル噌好者の歯は長年の阻噂習慣のため黒 く変色しているが,この着色は歯に対 して保護

的な作用があるともいわれ12),着色の原因は横榔子に含まれる Catechin の酸化20)によるもの

といわれる｡タイの田舎でしばしばみた ｢おは ぐろ｣のような歯 (写真 1.2) はベテルを噛む

人にとっては何ら醜いという感を抱かせてはおらず,かえって黒い歯に自信と誇 りを持ってい

るようであったo明瞭胎歯を容貌の重要な要素としているわれわれの一般常識から考えて,坐

く奇異の感を与えるものであった｡ しかしインド地方ではタイにみられるような強度の着色が

ないのは,横榔子の有無,多少に関係するもののようである｡

写真 1 ベテル阻噂による歯の着色
(Chiengmai近郊の老婆)

写真2 ベテル阻噂による歯の着色
上顎中切歯唇面歯顎部の一部を除いて
表面粗橿な黒色沈着物が歯面を覆う

Ⅲ 各 地 の ベ テ ル

東南アジア各地のベテルは地域によって,その構成に多少の差がみられるが,キンマと石灰,

横榔子が主要な材料で,これに地域によって,それぞれことなった香辛料が加えられている｡

そこで今回の調査旅行中見聞した二,三のものについて紹介 しよう｡

セイロン,インドにおいてはベテルの材料として, キンマの葉, 横梯子, 菓タバコ, 石灰

(ペース ト状に練ったもの)が用いられており,写真 3はセイロンの国立ガン研究所でみせて

もらったベテルである｡噛み方は新鮮なキンマの葉の上に,砕いた横榔子,練った石灰,タバ

コおよび若干の香料などを包み込んで口の中に入れ,これを数分から数時間噛み,この間に出
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て くる唾液 とベテルの汁は所かまわず,道ばたに吐きrL'Tされる｡ この吐き出されたベテルの汁

はちょうど血液のような赤色を呈 し,路傍のそこここに赤い 吐痕 としてみ られ,馴れるまでは

全 く薄気味悪い存在であった｡

またマ ドラスを中心 とする南インドでもほぼ同様で,古い 文献であるが Bhattacharyal) に

よれば,キンマをポケ ット状に丸め,そのillに阿仙薬を含んだ消石灰をはじめ,横榔子の小片

の他,小腕豆,小豆蓬,肉豆う竃,肉柱などの香料を入れ,最後にポケ ットの口を丁子で閉 じて

仁Iに入れるといわれる｡

こうしたベテルは街頭の煙草屋や駄菓子屋の店先で何が しかの小銭で簡単 に入手できる｡キ

ンマ0)葉に指先で石灰を延ば して塗 り. これ,7;-丸さ')て日に入れているが,指先についた石次の

残 りをあたりの柱や壁 になす りつけて拭 くた工),ちょうど芋のとどくあた りの柱や壁に白い指

痕の斑点が無数について, この光景はこの地方に特有なものであった｡

セイロン,インドではベテルを咽む風習は身分の低い君に多く,われわれが見た時間でも,

色uj黒い原住民で服装もみすぼらしい連中に多いようであった｡ これは貧困による慢性的な飢

餓感を忘れるためともいわれる｡14) 台湾において もベテルを噛むのは下層階級に多いようであ

ー7
/l) ○

タイのベテルを構成する晶および必要道具は写真 4以下に示すようなもので,Pooれ(写真 4)

は石灰を練るために用いるゴムの汁で,軟泥状を生 し, これをキンマの葉 (Ba主ploo)に塗 り,

葉を折 りたたんで巻 く｡さらにキ ンマの柴にいっしょに包み込む ものとして Marksod(写真

5),Markhaeng(写真 6)があ り, これは横榔子の技のものおよび乾燥 したもので,技のも

の0)ない時は乾燥 したものが用い られる. 写真7は Karnplooといって乾燥 した香辛料の一

種で,丁子などが好みによって味を変えるために用いられることがある｡

[与真8 は Seepeung で,口唇に塗 るグ リスで密姐が主成分で,ベテルによる口唇刺激を柔

らげる目的というか ら,ベテルにはかなりの刺激性があることが想像される｡

写真9,写真10は Jafoi,Jacheud と呼はji,ベテルの主成分ではないが, 苗の清掃用 と

して用いられ,いずれも繊維に富んで,口に入れて噛む ことによって菌の清掃を行なうもので,

繊維の粗樽 さによって清掃力の強 い ものと弱い ものに分けられるO

写真11は Chienmarkといい,ベテルの材料一式を入れる容器で,歯のない老人のためにFl

に入れる前にあらか じめ砕いて細か くする遺貝類 もある (写真12)｡

タイでもベテルの主材料はキ ンマと石灰および横榔子で,石灰は酸味をやわらげ,横榔子に

よる赤味を増す働 きがある｡3,10)その他,香 りのためタバ コが加えられる｡3,10,12) それ以外にも

文献では薫黄の根茎なども加えられている｡12) なお加えられる植物は季節によって変動がある

と い う｡10)

ベテルの容器は写真11のように木製のものの他,所有者の貧告の差,地方によって異なり,
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写真3 セイロンのベテル,キンマの

業,石灰,楳榔子,業 タバ コ

写真5 Marksod

384

写真7 Karnploo

写真4 Poon

写真6 Markllaeng
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写真8 Seepeung
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写真 9 Jafoi 写真10 Jacheud

写真11 Chienmark 写真12 ベテル粉砕器

塗器,銀器 ヨ,10),あるいは金や宝石をあしらったベテル用の箱12)がある｡ その他携帯用の箱,

召使に持たせる箱もあり,小道具として老人用の手回しモーター3', 横榔子割 りなどの特製道

具も用いられる｡

IV ベテル岨境と口腔所見

ベテル噌好者の口腔所見に関する調査については正木18',野谷19),大橋20',馬17)などの報告

があり,それらを総括すると以下のようである｡

1) 歯牙の着色｡ベテルを噛む期間,回数が増加するにつれて,歯に淡黄褐色から黒色に至

る着色がみられ,長年習慣的に噛んでいるものでは切端,校合面を除いた全歯面が真黒になっ

ている (写真1,2)0

2) う蝕の罷患が少ない｡

3) ベテルは繊維が多く,また石次を含んでいるので長年咽んでいると歯の摩耗が強 く起 こ

って くる. とくにこの場合の摩耗は平坦型ともいうべきもので,前歯,[丁菌の別な く一株に切
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棉,嘆頭が摩 り減って くる｡

4) 食事以外の時,四六時中噛んでいるので,過度の阻噴運動,さらには負担過重から歯槽

膿漏症の曜患率が高い｡

5) 唾液 pH は一般人よりもアルカ リ性に傾き, この傾向は噂食量多 く, 期間の長いほど

強い｡

その他全身医学的調査では, 血圧は正常者と変わらないが, 散瞳のみられるものが 15%,

尿 pH がやや酸性に傾 くという報告 もある｡

Ⅴ 東南アジアの口腔ガン

東南アジア,インド,セイロン,中央アジア地域に口腔ガンが多いことは従来から注目され

ていたが,これはこれら地域に普及 しているベテル晴好風習に原因するものでないかと考えら

れており,この口腔 ガン多発原因の究明のため,WHO は1963年以来,口月墨ガンの疫学的研究

をインドを中心として南アジア諸国に展開 している｡この調査に参加 している平山5) の報告に

よれば, これら地域の口脇 咽頭ガンの人口10万人当りの標準化死亡率 (1958年-1959年)は,

日本の0.45に対 し,ボンベイ (1960年-1961年)で2.50,セイロン (1951年-1960年)で2.44

である｡また若干のインドの報告では,口腔咽頭ガンが全ガンの30-40%を占めるといわれる｡

われわれもセイロンではコロンボ近郊のマ- ラガマ国立ガン研究所にクーク博士を訪ね,院

内を見学 したが,約 200人の入院患者の うち60%余 りが口腔 ガンの患者であるのには驚いた｡

研究所のスタッフの話では,口腔 ガン多発の原因としてベテルを噛むことが最 も重要視される

とのことであった｡ 日本および西欧諸国の口腔 ガンの全ガンに対する頻度は約 5%であること

から考えて,インド,セイロン地域の口腔 ガンの驚異的頻度には驚かされた｡セイロンで見 ら

れた口腔 ガンは,われわれが 日常臨床で見 るガンとだいぶ様子が違っており,日本では口腔 ガ

ンといえば,そのうち約80%は顎骨ガン,舌ガンで,項部粘膜ガンは 5%にすぎないが,セイ

ロンではほとんどが頚部粘膜ガンであった｡頬部粘膜部は口腔内にベテルを入れて噛む場合,

鼻 も触れやす く,刺激を受ける場所でもあることか ら考えると,これら地域における口腔 ガン

発生の原因に求めることも無理ではなかろう｡Kuan15)の台湾における調査でも, 口脆ガン患

者の59%はベテル阻晴を行なう者であったことか ら,ベテルの発 ガン性に注 目し,また別の調

査で173名のベテル阻噴者と143名の非阻噂者 (対照)を比較 し,喫煙の有無にかかわらず,ベ

テル阻噂者では30%以上に口腔の白板症,粘膜粗餐症,発赤などを観察 し,またこのような口

腔粘膜の病変はベテルの岨噂期間に関係 していると述べている｡その他にもベテル習慣者には

前述のごとき口腔白板症, 粘膜下繊維症8)などの前ガン状態とも考えられる病変が多いとい う

報告 もある｡

前述のようにインドにおいてはベテルを噛む風習は階級の低いものほど多いといわれ,一方
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Lj粧 ガンの全ガンに対する頻度について階級別にみた報告5,16)では, 上流階級13.4%, zll流階

級23.5%,下層階級29.6%,最下層階級44.7%となっており,階級の低いものほど増加 してお

り,ベテルを噛むことがLj/qJ,圭ガンの病因として大きく採 り上げられているo

これらの地域の口腔ガン発生頻度に人種的差があるのは,ベテルを噛む風習の普及度に平行

しているとい われ,さらにベテル唱好者のうちでは高齢者ほど,すなわち噛む経験年数の長い

ほど,また同一年齢層では 1Liのベテルを噛む回数の多いもC/)ほど,あるいは 1回の帖 情でLl

のrl叶こ入れてお く時間の長いものほど,□睦 ガン発生頻度が高い といわれてい る｡

セイロン,インドの大部分ではベテルを臼歯と頬部粘膜との問に入れてお くのが普通である

が,タイの一部では口唇の内側に入れ,サマルカンド (ウズベ ク共和国)では舌下部に入れる

風習があり,このように招入す る場所を異にすることによって日曜ガン発生部位が異なるよう

である｡

さてベテルの成分中発ガン因子として作用するものが何であるか不明の点 も多いが,次のよ

うな示唆に富む事実があるO すなわちセイロン北端のジャフナ地方においては,ljj掛 国頭ガン

の人口10万人当り標準化死亡率が 7.011'以上 とひじょうに高 く, この地方がジャフナ煙草の産

地で もあり,またベテル普及度の高いこと,さらにこの地方か らインドにかけてベテルに加え

られる石灰の質が特異で,この石灰は貝殻か ら採 ったもので刺激が強 く,発 ガンと重要な闇係

をもつ ものと考えられている｡

ニューギニヤ海岸地方でも横榔子と石灰を噛む風習があるが,平山16'の調査では,この地方

ではタバコが加えられていないにもかかわらず,□臆 ガンが有意の差をもって多いことから,

東南アジア各地のベテルの主成分である横榔子,石灰,タバ コの 3者の存在の有無と仁]lJJ,;.-;ガン

発佳頻度の比校検討か ら,タバ コよりも石灰の存在が口JJ''13ガン発生に相関が深いと報告 されて

いる｡

Kuan15) は-ムスタ-の頬裏に横榔子の液汁,石灰,横種子十石伏,対照として生理的食塩

水をそれぞれ別個の群に分けて注入 し,19週間後組織所見を比較 した結果, 粘膜の変化は横榔

子単独のものより,石灰単独のもC/)が強度で,さらにこの両者を注入 したものが最 も強い組織

変化を呈 していることを認めている｡この際に見 られる粘膜の病変は角化症を主体とし,これ

に炎症,潰瘍を伴い,時にほ乳噴腰が見 られたという｡これらの病変は悪性睡癌 と即断は出莱

ないが,ある種の前ガン状態 と考えても差 しつかえなかろう｡このことか らベテルの発ガン性

は石灰によって促進されると述べている｡

廿瞳粘膜ガン発生の一因として,喫托,摩耗あるいはう蝕に伴う尖鋭になった歯牙の辺縁,

また義歯の辺縁による慢性機械的刺激が挙げられていることから,ベテル 阻唱者にみられる日

時ガン発生 も,ベテルを構成す る物質の化学的刺激はもとより,その口′佐粘膜に対す る機械的
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刺激 も有力な一因であろうoことにベテルに加える石灰の種類によって発ガン頻度が異なり,

とくに貝殻を原料とする石灰を加えた場合に多いということは興味がある｡貝殻の石灰は炭酸

石灰からなり,これに微量の リン酸石灰,炭酸マグネシャが含まれているといわれ,この炭酸

石灰は海産貝のものは方解石,淡水員ではアラレ石である｡水に難溶性の炭酸石灰は粉末にさ

れたとはいえ,ザ ラザ ラして粘膜を刺激するとともに,それを噛むことによって歯牙には攻耗

を生ぜ しめるであろう｡

ベテルの発ガン因子が横榔子にあるか,石灰にあるか,あるいはその他の付加物にあるか不

明であるが,ベテル 唱咽による口腔粘膜-の機械的刺激 こそ最 も有力視さるべきであろう｡ し

か しベテルの化学的組成の発ガン性についても今後 さらに充分検討 さるべきである｡

む す び

ベテルの唱好風習は東南アジア地域か ら次第に減少の傾向にあるとはいえ,今回の調査旅行

中,台湾,タイ,インド,セイロンの各地においてほ住民の問にこの風習が根強 く広がって見

られ,これにもとづ く特異なロノ瞳,歯牙所見が観察された｡一方ベテルを噛む住民に口腔ガン

が多発するという報告に鑑み,セイロン国立ガン研究所を訪れ,口腔 ガン患者の実状を見,こ

れらに目性ガンの発生がベテル阻帽と関連のあることを知 り,口月別垂癌発生原因の追求に有力な

手懸りを得 られるのではない かと感 じた｡しかしベテル自身に発ガン物質が存在するか,口腔

粘 膜-の強い刺激が直接の原因であるか不明の点が多い｡ベテル阻晴,さらにその結果発現す

る口腔粘膜の変化の追求,一方ベテル構成成分の作用について検討を進めることは,発ガン機

構解明に重要な意義を持つかもしれないと痛感 した｡

今後機会があればこの問題についてより詳細な調査,研究を進めたい｡
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